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研究成果の概要（和文）：近代社会において成立した男女観は、新たなレトリックによる男女差別の正当化という側面
を含んでいる。それは19世紀末から20世紀初頭にかけての時期、ドイツ語圏で遅まきながら女性の社会進出が進むなか
で、極端な女性嫌悪の風潮へと行き着いた。興味深いことに、ヴァイニンガー、クラウス、カフカなどのユダヤ系男性
知識人においては、こうしたジェンダー観が自らの民族意識と交錯している。つまり、ネガティブな意味での「女性」
の像が「ユダヤ人」の像と重ね合わされているのである。本研究では、この重なり合いの現象を出発点に、ナショナル
・アイデンティティ（民族意識、国民意識）の形成とジェンダー規範の相互作用を追った。

研究成果の概要（英文）：The formation of the new gender system in the modern society since Rousseau was 
in a way a process of justification of the new form of discrimination between sexes. In the 
German-speaking regions, this trend finally led, in a reaction to the ongoing emancipation of women 
through the 19th century, to an epidemic of discourses of radical misogyny at the turn of the century. 
For example Weininger, Kraus, Kafka combined this hatred against women with the so-called “Jewish 
self-hatred”. Starting from this fact, I examined the interaction between the construction of national 
identities and gender norms in modern German literature and culture.

研究分野： ドイツ文学

キーワード： ジェンダー　ナショナル・アイデンティティー　国民意識　異文化表象　他者像　ステレオタイプ　ス
イス像　ポップカルチャー

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近代市民社会においては、国民意識と男女の
性別役割の観念が、個人のアイデンティティ
形成の中核を占めてきた。ナショナリズムと
ジェンダーの秩序が相互補完的に社会統合
の力として機能した経緯については、国内外
に多くの研究の蓄積がある。しかし、その研
究対象はもっぱら 19世紀末から 20世紀初頭
の文化現象に集中してきた。また、歴史学や
社会学の分野の研究が圧倒的に多いため、概
念モデルや「タイプ」を取り出すことに主眼
が置かれ、ゆえに個々の事例における人間の
営みの個別性が捨象されがちであった。 
 
２．研究の目的 
これに対し、ドイツ語圏において市民社会が
生成し、市民的なジェンダー秩序が整備され、
同時にナショナル・アイデンティティの模索
が始まっていった 18世紀末から 19世紀全般
を視野に入れる必要性が痛感された。また、
従来は見落とされていたような複数の声を
拾い上げることで、国民意識の形成と市民的
なジェンダー観念の発達がいかに交錯して
おり、また多面的なものであったかが浮かび
上がると考えた。そのような問題がテクスト
内にいかに結晶化しているかを探ることを
研究の主目的に据えた。 
 
３．研究の方法 
上記の目的を効率的に達成するための手段
として、文学研究の手法を用いることとした。
すなわち、とくに文学的テクストを研究対象
とする一方、同時代に当該のテクストの周辺
に展開していた言説を分析することにした。
さらに、その言説が当時どのようなメディア
機構を通じて社会の中で共有されていった
のか、あるいは共有されずに終わったのか、
という点の解明にも踏み込んだ。 
 本研究は個人研究であるが、当初から科研
グループ「プラハとダブリン、20 世紀文学の
二つのトポス」（基盤研究(B)）と共同研究を
行い、平成 25 年度からは同じく「世界文学
としてのアンデルセン『人魚姫』の超領域的
研究と教養教育への応用モデル」（基盤研究
(C)）と共同で国際シンポジウムを開催して
海外の研究者と連携しつつ研究を進めた。 
 なお、当初はあまり想定していなかった点
ではあるが、上記の共同研究を行う過程で、
研究成果を教育の分野や社会一般へと還元
することの重要性に気づき、研究と教養教育
をリンクさせる方法の開発や、一般向け書籍
やオープンな講演会などに力を入れること
になった。 
 
４．研究成果 
【平成 24 年度】19 世紀後半～20 世紀初頭に
活動したヨハンナ・シュピーリ、マリー・エ
ーブナー＝エッシェンバッハ、カール・クラ
ウス、オットー・ヴァイニンガー、フランツ・
カフカなどのドイツ語圏の作家を取り上げ、

ジェンダーとナショナリティをめぐる理論
的な研究を進めた。その結果、当時の社会に
おいて「女性」のジェンダー・アイデンティ
ティが大きく変動し、そこから 20 世紀初頭
における「男性」やひいては「人間」のアイ
デンティティの再定義の必要性がきわめて
広範囲で生じていたことが浮き彫りになっ
た。 
 他方、ライン地方の郷土作家ヘルマン・ア
ダム・フォン・カンプが 19 世紀前半に執筆
した作品におけるスイスやアメリカなどの
「外国」の表象を分析した。カンプは、当時
のスイス旅行ブームによって形成された文
学的トポスに接続することで、アメリカへの
移民流出によって農村共同体の解体の危機
に瀕していたドイツにあって「郷土愛」の重
要性を訴えたのである。 
 以上の成果を各学会にて報告し、各学会誌
で公表した。また、カンプ作品の翻訳を刊行
した。 
【平成 25 年度】19 世紀ボヘミア（現チェコ）
地域におけるナショナリズム問題を考える
うえでの鍵となる思想家としてフリッツ・マ
ウトナーを取り上げ、従来はあまり重要視さ
れてこなかったマウトナーのボヘミア小説
の民族主義的な要素を、マウトナーの言語哲
学と突き合わせる作業を行った。そこから、
多民族・多言語地域における言語問題とナシ
ョナル・アイデンティティの形成をめぐる複
雑な様相の一端を明らかにすることができ
た。 
 他方、前年度に研究した作家ヘルマン・ア
ダム・フォン・カンプと関連づけられる女性
作家ヨハンナ・シュピーリを主に取り上げ、
現在ではスイスの国民作家とされるシュピ
ーリの文学におけるナショナル・アイデンテ
ィティの問題と、女性作家として（おそらく）
ヨーロッパで初めて女性の高等教育（大学進
学）と職業化の問題を少女小説のテーマとし
たシュピーリにおけるジェンダー問題の布
置を考察した。 
 以上の成果を各学会にて報告し、各学会誌
で公表した。また、シュピーリ文学に関する
一般向けの概説書を刊行した。さらに、スイ
ス民衆文学の専門家アルフレート・メッサー
リ（チューリヒ大学）と、カンプやシュピー
リの文学に詳しいペーター・ビュトナー（北
京航空航天大学）両氏を招聘し、シュピーリ
文学に関する国際シンポジウムを開催した。 
【平成 26 年度】現代社会において、一つの
国民国家の枠内で形成されたアイデンティ
ティが他国のマスメディアによる表象との
相互作用にもとでいかなる変容をこうむっ
ていくのかをメディア論的な観点から重点
的に扱った。以上の成果を各学会にて報告し、
各学会誌で公表した。また、メディア哲学の
分野の翻訳書を刊行した。 
 他方、前年度に扱ったスイスの作家シュピ
ーリに的を絞り、その代表作である児童文学
の古典『ハイジ』を例に、一つの文学作品が



国際的かつメディア横断的に人気を博する
なかで、スイスの国際的なイメージ形成にど
のように寄与し、さらにその像がスイス人の
国民的アイデンティティ形成にどのように
フィードバックされるのかを分析した。 
 また、この分野における研究の第一人者で
あるジャン＝ミシェル・ヴィスメール（作家）
とジュネーヴ国際ブックフェアで共同発表
を行い、同氏の著書の翻訳を刊行した。また、
同氏および『ハイジ』の最新の邦訳を刊行し
た若松宣子（中央大学）を招き、国際シンポ
ジウムの第二弾を開催した。 
 以上の研究により、ジェンダーとナショナ
リズムのきわめて複雑に入り組んだ関係の
一端を明らかにすることができたと考えて
いる。とくに重要なのは、ナショナル・アイ
デンティティとは自律的に形成されるもの
ではなく、しばしば「他者像」を介して形成
されるという点である。すなわち、他者から
押しつけられた（往々にしてネガティブな）
像を積極的に意味づけなおすことで、初めて
自己像が成立しうるのである。なお民族的＝
国民的な他者像が構築される際には、いわば
「身近な他者」として社会の中で構築されて
いる女性像とのアナロジーが大きな意味を
もつ。こうして、ナショナルなアイデンティ
ティはジェンダー上のアイデンティティと
一種のねじれた関係を結ぶことになる。 
 そうやって形成されたアイデンティティ
は各種メディアを通じて拡散されるが、その
作用はけっして一つの民族＝国民の内部で
は完結しない。インターナショナルな相互作
用の中で再び増幅され、強化され、やがて固
定化したものが、国民意識と呼ばれるものの
実体なのである。文学テクストとその周辺の
言説に着目することで、この意識が国際的に
構築されていくダイナミズムが見えてくる。 
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